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こ
こ
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
開
催
の
収
蔵
資

料
展
の
中
か
ら
、
展
示
担
当
イ
チ
オ
シ
の
資
料

「
旧
庁
舎
の
看
板
」
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

戦
時
中
、
空
襲
に
よ
り
焼
失
し
た
豊
島
区

役
所
の
庁
舎
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
四

（
一
九
四
九
）
年
に
再
建
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

戦
後
の
資
材
不
足
の
中
、
竣し
ゅ
ん
こ
う工

し
た
木
造
二
階

建
て
の
庁
舎
は
老
朽
化
や
区
の
人
口
増
加
な
ど

に
よ
り
、
建
て
替
え
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

建
設
用
地
決
定
に
は
紆う

余よ

曲き
ょ
く
せ
つ折

が
あ
り
ま
し

た
が
、
庁
舎
は
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年

七
月
二
四
日
に
落
成（
写
真
①
）。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
四
階
建
て
の
総
合
庁
舎
は
、
千
代
田

区
と
文
京
区
に
次
ぐ
都
内
で
三
番
目
の
規
模
を

誇
り
ま
し
た
。

総
合
庁
舎
（
旧
庁
舎
）
は
池
袋
駅
東
口
前
を

通
る
明
治
通
り
（
都
道
三
〇
五
号
線
）
に
面
し

て
お
り
、
正
面
玄
関
に
は
左
記
の
順
に
計
五
枚

の
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
写
真
②
）。

東
京
都
豊
島
区
役
所

東
京
都
豊
島
区
議
会

豊
島
区
教
育
委
員
会

東
京
都
豊
島
区
選
挙
管
理
委
員
会

東
京
都
豊
島
区
監
査
委
員

旧
庁
舎
は
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
五
月

一
日
に
閉
庁
式
が
催
さ
れ
、
看
板
の
取
り
外
し

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
庁
舎
の
開
庁
式

は
同
月
七
日
に
実
施
さ
れ
、
旧
庁
舎
は
区
役
所

と
し
て
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。
旧
庁
舎
解
体

後
、エ
リ
ア
一
帯
は
Ｈ
ａ
ｒ
ｅ
ｚ
ａ
（
ハ
レ
ザ
）

池
袋
と
し
て
整
備
さ
れ
、そ
の
跡
地
に
は
現
在
、

オ
フ
ィ
ス
と
映
画
館
を
有
す
る
高
層
ビ
ル
「
ハ

レ
ザ
・
タ
ワ
ー
」（
地
上
三
三
階
、
地
下
二
階
）

が
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。

「
旧
庁
舎
の
看
板
」
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、

昨
年
一
〇
月
か
ら
今
年
五
月
ま
で
開
催
さ
れ
た

区
制
九
〇
周
年
特
別
展
「
豊
島
大
博
覧
会
」、

そ
こ
で
取
り
上
げ
た
旧
庁
舎
の
展
示
の
エ
ピ

ロ
ー
グ
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
実
際
に
旧
庁

舎
を
利
用
な
さ
っ
て
い
た
方
に
は
懐
か
し
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
初
め
て
ご
覧
に
な

る
方
に
は
当
時
の
旧
庁
舎
の
姿
に
思
い
を
馳
せ

て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
幸
い
で
す
。

（
郷
土　

清
水
健
太
）

【
参
考
】
豊
島
区
役
所
編
『
豊
島
区
勢
概
要　

昭
和

三
二
年
版
』
豊
島
区
、
一
九
五
八
年
。
豊
島
区

企
画
部
広
報
課
編
『
写
真
で
み
る
豊
島
区
五
〇

年
の
あ
ゆ
み
』
一
九
八
二
年
。
豊
島
区
史
編
纂

委
員
会
編
『
豊
島
区
史　

通
史
編
三
』
豊
島
区
、

一
九
九
二
年
。

─

お
ぼ
え
て
い
ま
す
か
？

在
り
し
日
の
豊
島
区
役
所
─

①落成当時の豊島区総合庁舎

　（『写真でみる豊島区50年のあゆみ』より）

②閉庁式直前の旧庁舎玄関に掛けられた看板

　（総務課提供）
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今
年
は
関
東
大
震
災
か
ら
一
〇
〇
年
を
迎
え

ま
す
。
今
回
の
収
蔵
資
料
展
で
は
、
当
館
が
所

蔵
す
る
関
東
大
震
災
に
関
す
る
文
書
、
絵
葉
書
、

雑
誌
、
書
籍
等
を
通
し
て
、
関
東
大
震
災
の
影

響
と
そ
の
後
の
復
興
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
近
年
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
主
な
資

料
と
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
平
成
に
か
け
て
区
内

を
撮
影
し
た
懐
か
し
い
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

■
関
東
大
震
災
一
〇
〇
年

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
の
午

前
一
一
時
五
八
分
に
発
生
し
た
、
神
奈
川
県
の

相
模
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
九
の
関
東
大
震
災
は
、
家
屋
被
害
が
全

半
壊
・
焼
失
を
含
め
て
三
七
万
二
千
余
棟
、
死

者
・
行
方
不
明
者
は
一
〇
万
五
千
人
余
を
出

す
大
災
害
で
し
た
。
東
京
の
下
町
界か
い
わ
い隈

や
日
本

橋
、
銀
座
付
近
な
ど
で
は
大
火
が
生
じ
ま
し
た

が
、
現
在
の
豊
島
区
内
は
死
者
一
一
名
、
負
傷

者
一
〇
名
、
全
半
壊
・
全
焼
一
〇
一
戸
と
被
害

そ
の
も
の
は
比
較
的
小
規
模
で
し
た
。

■
被
害
を
伝
え
る
雑
誌

関
東
大
震
災
の
場
合
、
そ
の
発
生
後
に
被
害

状
況
を
撮
影
し
た
グ
ラ
フ
雑
誌
が
多
く
発
売
さ

れ
ま
し
た
。
当
館
所
蔵
の
『
歴
史
写
真　

関
東

大
震
大
火
記
念
号 

第
壱
巻
』
も
そ
の
ひ
と
つ

で
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
雑
誌
は
震
災
翌
月
の
一
〇

月
一
日
に
発
行
さ
れ
た
『
歴
史
写
真
』
の
特
集

号
で
、
東
京
市
内
の
み
な
ら
ず
、
横
浜
・
横
須

賀
の
被
災
状
況
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
震
災
の

惨さ
ん
じ
ょ
う状

が
わ
か
り
ま
す
。

■
震
災
見
舞
の
は
が
き

西
巣
鴨
の
野や

菜さ
い

種し
ゅ

子し

卸お
ろ
し

問
屋
で
あ
る
榎
本
留

吉
商
店
に
は
、
関
東
大
震
災
の
発
生
後
に
全
国

の
取
引
先
か
ら
自
ら
の
無
事
を
知
ら
せ
る
と
と

も
に
、
榎
本
家
の
安
否
を
気
遣
う
震
災
見
舞
の

は
が
き
が
多
く
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
下し
も
つ
け
の
く
に

野
国
鹿か

沼ぬ
ま

町ま
ち

（
現
・
栃
木
県

鹿
沼
市
）
の
旅
館
が
、
九
月
一
日
付
で
留
吉
宛

へ
送
っ
た
見
舞
の
は
が
き
が
あ
り
ま
す
。
震
災

発
生
当
日
に
は
、
す
で
に
見
舞
の
手
紙
を
送
っ

て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
ま
す
。

■
帝
都
復
興
記
念
章

関
東
大
震
災
か
ら
の
復ふ

っ
こ
う興

に
着
手
す
べ
く
、

震
災
か
ら
約
ひ
と
月
後
の
九
月
二
七
日
に
、
内

閣
総
理
大
臣
直
属
の
政
府
機
関
と
し
て
、「
帝

都
復
興
院
」（
の
ち
に
内
務
省
復
興
局
、
復
興

事
業
局
に
改か
い

組そ

）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
初
代

総
裁
に
は
内
務
大
臣
の
後ご

藤と
う

新し
ん

平ぺ
い

が
就
任
し
、

主
に
東
京
（
帝
都
）、
横
浜
の
復
興
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
、
内
務
省
復
興
局

に
よ
る
帝
都
の
復
興
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
を

機
に
、
こ
の
事
業
に
携
わ
っ
た
関
係
者
へ
「
帝

都
復
興
記
念
章
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
ほ
か
、
当
館
所
蔵
の
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
か
ら
被
害
、
救
済
、
復
興
と
い
う
震
災

後
の
一
連
の
動
向
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

巣
鴨
二
丁
目
か
ら
見
た
関
東
大
震
災
の
猛
煙
　

荒
井
常
雄
氏
寄
贈

九
月
一
日
付
の
震
災
見
舞
の
は
が
き

　
　（
榎
本
泰
吉
家
文
書
）

『歴史写真　関東大震大火記念号 第壱巻』
（遠藤コレクション）
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■
豊
島
区
庁
舎
の
変
遷

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
一
〇
月
一
日
に
豊

島
区
が
誕
生
し
た
際
、
区
役
所
と
し
て
使
わ
れ

た
旧
荒
玉
水
道
町
村
組
合
役
場
か
ら
、
戦
後
焼

け
跡
に
再
建
さ
れ
た
木
造
二
階
建
て
の
庁
舎
、

昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
竣し
ゅ
ん
こ
う工

し
た
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
て
の
総
合
庁
舎
、
そ

し
て
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
移
転
新
築

さ
れ
た
と
し
ま
エ
コ
ミ
ュ
ー
ゼ
タ
ウ
ン
ま
で
、

約
九
〇
年
間
に
わ
た
る
区
庁
舎
の
変
遷
を
、
写

真
と
所
蔵
資
料
で
紹
介
し
ま
す
。
本
号
表
紙
で

紹
介
し
た
旧
庁
舎
の
看
板
は
、
今
年
一
月
に
総

務
課
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
今
回
の
目
玉
資
料
で
す
。

■
新
着
資
料
の
紹
介

区
制
九
〇
周
年
特
別
展
「
豊
島
大
博
覧
会
」

会
期
中
に
、見
学
者
や
区
民
（
元
区
民
を
含
む
）

の
方
か
ら
、
資
料
の
寄
贈
の
相
談
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
当
館
で
は
「
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館

資
料
収
集
管
理
要
綱
」
に
基
づ
き
、
資
料
調
査

を
行
い
、
収
集
基
準
と
保
存
状
態
、
活
用
方
法

等
を
検
討
し
た
上
で
寄
贈
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
令
和
三
～
四
年
度
に
寄
贈
さ

れ
た
資
料
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
主
な
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
山
田
敬
伸
氏
寄
贈
資
料

祖
父
で
日
本
画
家
の
山
田
敬け
い
ち
ゅ
う中

、
父
で
同
じ

く
日
本
画
家
の
山
田
申し
ん

吾ご

が
使
用
し
て
い
た
作

品
制
作
の
道
具
類
を
中
心
に
展
示
し
ま
し
た
。

申
吾
が
切
手
の
図
案
審
議
委
員
を
務
め
て
い
た

関
係
で
、
郵
政
省
関
係
の
資
料
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

■
渡
邉
好
弘
氏
寄
贈
資
料

祖
父
が
収
集
し
て
い
た
陶
製
酒さ
か

樽だ
る

と
通
い

徳と
っ
く
り利

の
ほ
か
、
大
正
初
年
の
『
写
真
通
信
』、

関
東
大
震
災
復
興
記
念
の
写
真
集
『
震
災
ヨ
リ

復
興
ヘ
』、母
親
が
小
学
校
時
代
に
使
っ
た
『
暗

記
用
小
学
地
理
か
る
た
』（
昭
和
一
三
年
）、
池

袋
・
飯
能
間
開
業
六
〇
周
年
記
念
乗
車
券
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
秋
元
美
子
氏
寄
贈
資
料

秋
元
さ
ん
が
長
崎
第
三
国
民
学
校
四
年
生
の

時
、
山
形
県
東ひ
が
し
ね根

町
（
現
東
根
市
）
に
集
団
疎そ

開か
い

し
た
体
験
と
戦
後
の
思
い
出
を
著
し
た
『
私

の
集
団
疎
開
』（
文
芸
春
秋
）
に
紹
介
さ
れ
た

資
料
が
中
心
で
す
。
疎
開
先
に
持
っ
て
い
っ
た

ビ
ー
ズ
セ
ッ
ト
や
家
族
に
宛
て
た
葉
書
や
手

紙
、
戦
後
の
縁
日
で
初
め
て
買
っ
て
も
ら
っ
た

人
形
、
小
・
中
学
校
の
通
信
簿
や
校
歌
な
ど
、

戦
中
・
戦
後
の
生
活
と
教
育
を
知
る
資
料
と
し

て
注
目
さ
れ
ま
す
。

■
小
杉
昌
子
氏
寄
贈
資
料

西
巣
鴨
第
三
国
民
学
校
一
年
生
の
時
に
縁え
ん

故こ

疎
開
で
新
潟
県
中な
か

頸く
び

城き

郡ぐ
ん

内
の
国
民
学
校
に
転

校
し
た
前
後
の
通
信
票
は
、
す
べ
て
再
生
紙
を

使
っ
た
謄
写
版
で
、
戦
中
・
戦
後
の
紙
不
足
の

時
代
背
景
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
岡
田
行
弘
氏
寄
贈
資
料

都
電
大
塚
車
庫
が
取
り
壊
さ
れ
る
際
に
岡
田

氏
自
身
が
貰も
ら

っ
た
都
電
側
面
板
（
一
六
・
一
七

系
統
）
を
は
じ
め
、
池
袋
の
百
貨
店
の
懐
か
し

い
デ
ザ
イ
ン
の
包
装
紙
や
区
内
飲
食
店
等
の

マ
ッ
チ
の
空
き
箱
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
注
目
資
料

昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
四
月
一
三
日
の

空
襲
で
焼
失
し
た
巣
鴨
七
丁
目
（
現
南
大
塚
二

丁
目
）
の
自
宅
の
焼
け
跡
か
ら
掘
り
出
し
た
陶

製
の
貯
金
箱
（
藤
本
米
子
氏
寄
贈
）
は
戦
災
資

料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

郷
土
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
郊

外
画
報
』（
松
本
秀
樹
氏
寄
贈
）
で
す
。
昭
和

初
年
の
長
崎
町
の
景
観
や
公
共
施
設
、
商
店
な

ど
の
写
真
と
旧
家
の
紹
介
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
戦
後
、
区
立
中
学
校
教
育
研
究
会
社

会
科
研
究
部
の
先
生
た
ち
が
社
会
科
副
読
本
と

し
て
編
集
し
た『
わ
が
豊
島
』（
宮
地
俊
氏
寄
贈
）

は
、
豊
島
区
の
歴
史
と
発
展
す
る
池
袋
の
記
述

が
興
味
を
引
き
ま
す
。

■
変
わ
り
ゆ
く
池
袋

上
野
誠
氏
撮
影
の
写
真
は
、
昭
和
三
六
～

三
九
年
の
夜
の
池
袋
駅
東
口
界
隈
を
撮
影
し
た

珍
し
い
写
真
で
す
。
年
末
の
百
貨
店
と
商
店
街

の
賑
わ
い
や
、
岡
本
太
郎
作
の
ク
リ
ス
マ
ス
用

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
立
つ
夜
景
は
幻
想
的
で
す
。

カ
メ
ラ
マ
ン
の
永
島
浩
二
氏
が
撮
影
し
た
昭

和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
平
成
・
令
和
に
か
け
て

の
池
袋
駅
西
口
の
景
観
変
化
が
わ
か
る
写
真

は
、
モ
ノ
ク
ロ
か
ら
カ
ラ
ー
に
変
わ
っ
た
時
期

を
知
る
上
で
も
興
味
深
い
も
の
で
す
。
六
〇
年

前
の
池
袋
と
再
開
発
が
進
む
現
在
の
姿
を
比
べ

な
が
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
郷
土　

岡
崎
佑
也
、秋
山
伸
一
、横
山
恵
美
）

展示風景

帝都復興記念章　田崎不二夫氏寄贈



4

強
い
日
差
し
で
日
傘
は
欠
か
せ
な
い
も
の
の
、

ま
だ
湿
度
が
高
く
な
い
さ
わ
や
か
な
五
月
の
あ

る
日
。
彫
刻
家
池い
け

上が
み

璉た
ま
き

（
一
九
〇
四
―
九
一
）

の
作
品
を
お
預
か
り
す
る
た
め
に
、
池
上
が
住

み
、
娘
で
あ
る
喜
久
子
（
一
九
三
四
―
二
〇
二

二
）
も
暮
ら
し
た
豊
島
区
内
の
ア
ト
リ
エ
に
う

か
が
い
ま
し
た
。

豊
島
区
美
術
家
協
会
の
皆
様
に
池
上
父
娘
の

作
品
を
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
何
度
か
お
邪
魔
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
池
上
ア
ト
リ
エ
は
、
谷や

端ば
た

川が
わ

の
南
緑り

ょ
く
ど
う道

沿
い
に
あ
り
ま
す
。
す
で
に
二
人
と

も
鬼
籍
に
入
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
入
り
口
近

く
に
敷
き
こ
ま
れ
た
タ
イ
ル
や
ガ
ラ
ス
絵
が
目

を
引
く
外
観
で
す
。
そ
れ
ら
は
喜
久
子
や
彼
女

の
陶
芸
教
室
の
参
加
者
た
ち
の
作
品
で
、
一
歩

中
に
入
れ
ば
焼
き
物
の
窯
が
あ
り
、
彫
刻
が
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
こ
の
ア
ト
リ
エ
の

す
ご
さ
に
は
、
し
ば
ら
く
気
が
付
か
な
い
ま
ま

で
し
た
。

ア
ト
リ
エ
は
、
豊
島
区
の
美
術
文
化
の
根
幹

を
な
す
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
と
い
う
言
葉
も
、
ア

ト
リ
エ
な
し
に
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
言
う
ア
ト
リ
エ
と
は
、
制
作
を
す
る
た

め
の
場
で
あ
り
、
そ
れ
を
持
っ
た
建
物
の
こ
と

で
す
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら
多
く
は
貸
家
と
し

て
建
て
ら
れ
は
じ
め
、
そ
れ
ら
が
い
く
つ
か
集

ま
っ
た
も
の
が
ア
ト
リ
エ
村
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

当
時
の
豊
島
区
域
の
長
崎
村
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
長
崎
ア
ト
リ
エ
村
、
と

称
し
も
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り
ご

と
に
す
ず
め
が
丘
、
つ
つ
じ
が
丘
な
ど
と
冠
さ

れ
、
さ
く
ら
が
丘
に
関
し
て
は
パ
ル
テ
ノ
ン
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
ア
ト

リ
エ
は
す
で
に
九

〇
年
の
時
が
経
ち
、

今
も
残
る
ア
ト
リ

エ
は
わ
ず
か
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
池

上
ア
ト
リ
エ
も
内

部
か
ら
は
ア
ト
リ

エ
の
特
徴
で
あ
る

北
向
き
の
窓
も
見

え
ず
、
た
び
重
な

る
改
築
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し

か
し
あ
る
一
枚
の

写
真（
右
）に
よ
っ

て
、
注
意
深
く
観

察
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
思
い
知
り

ま
す
。
そ
の
写
真

と
同
じ
方
角
か
ら

見
て
み
れ
ば
、
北
向
き
の
窓
の
名な

残ご
り

も
確
認
で

き
た
の
で
す
（
写
真
左
）。
六
月
に
は
失
わ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
池
上
ア
ト
リ
エ
は
、
実
は
ア

ト
リ
エ
付
き
貸
家
が
多
く
建
ち
並
ん
だ
時
期
、

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
し
た
＊
。
草
が
生
い
茂
る
谷
端
川
沿
い
に

ぽ
つ
ん
と
、
け
れ
ど
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
こ
と
を

大
い
に
主
張
し
て
建
っ
て
い
る
様
子
か
ら
、
こ

の
写
真
は
戦
前
に
撮
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
写
真
は
、
建
物
の
カ

ギ
を
管
理
さ
れ
て
い
た
佐
藤
昭
さ
ん
に
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
は
地
中
を
流
れ
る
谷
端
川
は
有
楽
町
線
千せ
ん

川か
わ

駅
近
く
の
粟あ

わ

島し
ま

神
社
を
水
源
と
し
、
大
き
く

Ｕ
の
字
に
蛇
行
し
ま
す
。
上
流
は
北
か
ら
南
に

向
か
い
、
途
中
で
南
か
ら
北
に
向
き
を
変
え
ま

す
。
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
歩
く
と
、
板
橋
区
と

の
境
が
近
い
池
上
ア
ト
リ
エ
ま
で
は
な
か
な
か

の
距
離
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
ア

ト
リ
エ
の
写
真
を
見
て
緑
道
を
歩
き
、
暗あ
ん

渠き
ょ

に

な
る
前
の
谷
端
川
に
思
い
を
は
せ
る
と
、
往
時

の
作
家
た
ち
の
日
々
の
往
来
が
偲
ば
れ
、
そ
れ

ま
で
と
は
違
っ
た
不
思
議
な
感
覚
に
包
ま
れ
る

の
で
す
。　
　
　
　

  （
美
術　

小
林 

未
央
子
）

＊
「
池
上
璉
氏
談
話
」『
長
崎
ア
ト
リ
エ
村
史
料
』

豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
、
一
九
八
七
年
、
八
頁
。

　
「
作
品
を
見
る
読
む
」、「
あ
の
人
も
こ
こ
を
歩
い

た
」
に
続
き
、
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
新
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

右：北側の屋根と壁面に大きく窓が採られていたことがはっきりわかる。奥に写るのは境橋。
手前に渡された丸太は、何が渡るためのものだろうか。個人蔵。　左： 2023 年 5 月現在の
様子。急角度の屋根は当時と変わらない。屋根に見られる白い部分は、明り取り窓のなごり。
谷端川はレンガ敷きの緑道として親しまれている。◎写真の無断転載を禁じます◎

歩
い
て
み
る
美
術
１

　

　
池
上
ア
ト
リ
エ
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二
〇
二
三
年
三
月
一
一
日
、
区
制
九
〇
周
年

特
別
展
「
豊
島
大
博
覧
会
」
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、「
佐
野
史
郎
×
平
井
憲
太
郎　

乱
歩

を
語
る
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
ド
ラ
マ
や
映
画
、
朗ろ
う
ど
く読
な
ど

で
こ
れ
ま
で
数
々
の
乱
歩
作
品
に
携
わ
ら
れ
て

き
た
佐
野
史
郎
氏
を
お
招
き
し
、
江
戸
川
乱
歩

が
実
際
に
池
袋
で
体
験
し
た
空く
う
し
ゅ
う襲

を
も
と
に
描

い
た
作
品
「
防ぼ
う
く
う
ご
う

空
壕
」
を
朗
読
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
平
井
憲
太
郎
氏
（
江

戸
川
乱
歩
ご
令れ
い
そ
ん孫
）
を
お
招
き
し
、「
乱
歩
と

豊
島
区
」
を
テ
ー
マ
に
、
お
二
人
に
対
談
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

定
員
の
二
倍
の
二
一
〇
通
の
ご
応
募
を
い
た

だ
き
、
急き
ゅ
う
き
ょ遽
定
員
を
増
や
し
て
抽
選
を
行
い
、

当
日
は
一
一
三
名
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。
応
募
ハ
ガ
キ
に
は
、
佐
野
史
郎
氏
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
乱
歩
作
品
と
の
出
会
い
、
作

品
へ
の
思
い
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ
る
方
も
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

朗
読
し
て
い
た
だ
い
た
「
防
空
壕
」
は
、
二

部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
青
年
「
市
川
清
一
」

と
老ろ
う

婆ば

「
宮
園
と
み
」
の
、
二
人
の
視
点
か
ら

語
ら
れ
る
、
空
襲
の
一
夜
の
出
来
事
を
描
い
た

短
編
小
説
で
す
。

佐
野
氏
の
朗
読
に
よ
る
「
清
一
」
の
語
り
で

は
、
文
章
で
読
む
の
と
は
違
っ
た
迫
力
で
、
空

襲
の
描
写
の
こ
ま
や
か
さ
と
、
ま
る
で
そ
の
場

に
い
る
よ
う
な
恐
ろ
し
さ
や
緊
張
感
が
迫
る
語

り
口
が
印
象
的
で
し
た
。

「
と
み
」の
語
り
に
入
る
と
、
声
だ
け
で
な
く

呼
吸
や
テ
ン
ポ
も
変
わ
り
、
前
半
と
は
一
転
、

笑
い
が
起
き
る
な
ど
会
場
全
体
の
空
気
ま
で
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

第
二
部
の
対
談
で
は
、
乱
歩
作
品
の
魅
力
で

あ
る
、
ど
ん
で
ん
返
し
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、

佐
野
氏
が
小
学
生
の
時
に
読
ん
で
い
た「
少
年

探
偵
団
シ
リ
ー
ズ
」
で
は
、「
信
じ
て
い
た
人

が
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
か
、
本
当
は
こ
う

だ
っ
た
の
に
全
部
違
っ
て
い
た
」
と
い
う
「
ど

ん
で
ん
返
し
の
美
学
」
を
乱
歩
作
品
で
学
ん
だ

と
い
い
ま
す
。
今
で
も
ド
ラ
マ
の
役
を
演
じ
ら

れ
る
際
に
、「
作
家
や
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
こ
う
い
う
シ
ー
ン
で
こ
う

い
う
つ
も
り
で
書
い
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
、
い

や
い
や
違
う
だ
ろ
う
と
思
っ
て
演
じ
る
こ
と
も

あ
る
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
乱
歩
作
品
の
魅
力
の
話
か

ら
、
乱
歩
が
池
袋
へ
引
っ
越
し
て
き
た
頃
や
戦

争
中
の
話
が
平
井
氏
よ
り
語
ら
れ
ま
し
た
。
乱

歩
が
蔵
に
こ
も
っ
て
蝋ろ
う

燭そ
く

の
灯あ

か
り

で
作
品
を
書
い

て
い
た
と
い
う
逸い
つ

話わ

は
真
実
で
は
な
く
、ま
た
、

佐
野
氏
が
以
前
訪
れ
て
い
た
洋
風
の
書し
ょ
さ
い斎

も
実

際
に
は
編
集
者
や
お
客
様
を
通
す
場
所
で
、
乱

歩
自
身
は
自
室
の
座
卓
で
書
い
て
い
た
と
い
う

ど
ん
で
ん
返
し
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
明
か
さ
れ
、

会
場
中
に
笑
い
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
乱
歩
作
品
の
登
場
人
物
と
し
て

そ
の
世
界
に
入
り
込
み
演
じ
ら
れ
て
き
た
佐
野

史
郎
氏
と
、
孫
と
し
て
普
段
の
生
活
を
見
て
き

た
平
井
憲
太
郎
氏
の
対
談
だ
か
ら
こ
そ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
伺
え
ま
し
た
。

佐
野
様
、
平
井
様
、
そ
し
て
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。     （
文
学
・
マ
ン
ガ　

西
方
ゆ
り
恵
）

佐野史郎氏

平井憲太郎氏

区
制
９０
周
年
特
別
展
「
豊
島
大
博
覧
会
」　

記
念
イ
ベ
ン
ト
報
告

　
佐さ

野の

史し

郎ろ
う

×
平ひ

ら

井い

憲け
ん

太た

郎ろ
う

　
乱
歩
を
語
る

　
　
　
　
　

                      

２
０
２
３
年
３
月
11
日
（
土
）開
催

レポート
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かたりべ
No.146

・
2023年8月25日

・
豊島区立郷土資料館

・
東京都豊島区西池袋2-37-4
としま産業振興プラザ7階

・
電話 03-3980-2351

S D G s 未来都市としま

豊島区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

編

集

後

記

「
か
た
り
べ
」
一
四
六
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

昨
年
一
〇
月
一
日
に
開
催
し
た
区
制
九
〇
周
年
特
別

展
「
豊
島
大
博
覧
会
」
は
、
会
期
を
延
長
し
て
五
月

二
八
日
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
会
期
中
の
来
館
者

は
四
四
、三
三
六
名
に
の
ぼ
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と

と
も
に
、
世
代
を
こ
え
て
多
く
の
皆
様
に
ご
見
学
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
概
ね
好
評

で
、展
示
に
ま
つ
わ
る
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
な
ど
、

豊
島
区
の
歴
史
・
文
化
の
豊
か
さ
を
再
認
識
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
展
示
協
力
者
、
関
係
者
の
皆
様

に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

八
月
一
日
か
ら
、常
設
展
示
の
再
開
と
収
蔵
資
料
展

「
関
東
大
震
災
一
〇
〇
年
、
新
着
資
料
展
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
初
披
露
の
資
料
を
多
数
展
示
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

（
郷
土　

横
山
恵
美
）

2023（令和５）年度豊島区立郷土資料館・芸術文化推進グループ事業予定
（2023年 4月～ 2024年 3月）

※今後の感染状況等により、休館や事業の中止あるいは事業内容や日程を変更する場合があります。
※詳細は『広報としま』、区ホームページなどで随時お知らせいたします。

研究紀要『生活と文化』第32号＜付・2021年度年報＞価格1,100円  2023年3月発行
※郷土資料館（としま産業振興プラザ７階）・行政情報コーナー（区役所４階）にて販売しています。 

「学童集団疎開（十二）敗戦から学童の帰還まで」
「東福門院の葬儀に関する一考察」
「菅野二郎氏寄贈文書解題
 　―戦後の教育資料と伊藤安静家資料（医家・法律家）を中心に―」

「飯能倉庫への資料移動」

青木哲夫
谷橋啓太

及川将基
鄧　君龍

特別展
（３分野）

区制90周年特別展「豊島大博覧会～過去から学び、今日を生
き、未来に希望～」 ～５月28日（日）

収蔵資料展 
（郷土） 「関東大震災100年、新着資料展」 ８月１日（火）～10月８日（日）
企画展 

（文学・マンガ）
「生誕100年　佐川美代太郎展～今こそ知りたい！「描く」と
いうこと～」 10月28日（土）～１月14日（日）

収蔵作品資料展 
（美術・郷土）

「池袋モンパルナスが旅をする２―比べてみる！５つの窓か
ら　新収蔵作品を中心に―」（仮） ２月１日（木）～３月24日（日）

「暮らしの移り変わり」（仮）
展示 

見どころ解説
常設展示等の見どころを、学芸員がわかりやすく解説します。
※事前申し込み不要　直接会場へ　

8月26日、10月28日、12月23日、2月24日
土曜日　14時～　40分程度　

庁舎まるごと
ミュージアム 

（3階パネル展示）

美術分野 
①「絵画で観る！池袋駅古今東西」 
②「池袋モンパルナスが旅をする２　まるごとミュージアム編」

①～７月26日（水）
②７月27日（木）～2024年７月末予定

郷土資料分野　 
①区制90周年特別展「豊島大博覧会」ポスター ①～５月28日（日）

文学・マンガ分野　※常設展示コーナーもあります。 
①区制90周年特別展「豊島大博覧会」ポスター 
②「佐川美代太郎と豊島区」

①～５月28日（日）
②５月28日（日）～１月14日（日）

講座・講演・ 
見学会など

第18回池袋モンパルナス回遊美術館特別講演会 
東京・区立美術館ネットワーク連携事業 2023
豊島区×立教大学「隙間と隅っこで生き延びる　板橋区立
美術館の40年」講師：松岡希代子氏

５月20日(土）

文学・マンガ企画展関連事業 
①特別対談　②ワークショップ　③ギャラリートーク

①11月18日予定　②11月・12月予定
③11月５日、12月３日、１月７日予定

「豊島ミュージアム講座」（全4回） ２月～３月予定

刊行物

郷土資料館・芸術文化推進グループだより 
「かたりべ」146号～148号

年３回、2,200 部、無償頒布 
８月・11月・２月刊行予定

研究紀要『生活と文化』第33号〈付・2022年度年報〉 ３月刊行予定　 400部　有償頒布
企画展図録『生誕100年　佐川美代太郎展』 10月刊行　1,000部　有償頒布

臨時休館・年末
年始の休館

①収蔵資料展の開催に伴う休館
②企画展の開催に伴う休館
③年末年始の休館
④収蔵作品資料展の開催に伴う休館

①５月29日（月）～７月31日（月）
②10月９日（月）～10月27日（金）
③12月28日（木）～１月４日（木）
④１月15日（月）～１月31日（水）

次回企画展のお知らせ

文学マンガ企画展

「生誕100年　佐川美代太郎展」
～今こそ知りたい！「描く」ということ～

２０２３年１０月２８日（土）

　　　　～２０２４年１月１４日（日）


